
2 野 菜かよい容器の意義と定着適用の条

上.背 景と特徴

寓S和 48年 か ら49年 にかけての石油ショックで農美網係の資材1斑格は軒なみ高簾 し、野

菜の出荷経費に大きな吉'含を占めているダン十一ル籍、 ビ ニール貸等の笹装、容器代 も例外

ではなく、農家に対 して出荷経費塔、手取標訳少という事態を招いたことほ記憶に新 しいと

ころである。このような出荷経貨の増加べの対応策として、全国各地に反復 して利用できる

「かよい容器 」の適用車例がみ られるようになり、農林省においても「野菜輸送合理化事業」

として 51年 度から事業 1ヒされる予定になっている。この「かよい容器 」は上述のような省

資源、出荷注費の合騨化だけでなく地場野菜の供給安定のための
一つの手段としても考えら

れるべきである。今日に れまでの調査か らこの二つの意義と定着条件および適用条件を明ら

かにしたので、将来県内でも適用が試みられる可能性を考恵 して指導上の参考に供するもの

である。

2 内   容

111  かよい容器の形状

○ 本1 質      ブ ラスチック

0 大 きさ(擦準 )  660御 ×475X33.0

t21 かよい容器の流通形態

t3' 適用品目

怖表余照

t41 かよい容器の意義

O 生 産者

o出 荷経費の節減

ダンボール箱 120閥 (15K入 )、 ポ リ使 10～ う1門 .

かよい容器本1凡科  5～ 40戸 ]

o出 T打"力 の協杖

通常の結詰の 3分 口)]
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I  F ・■!  !  ゃ    .          : す                     ′

o荷扱いが容易            !

F胡画場へ持ちこんでその女よ誌r,こみができる(雨の昇でも可)

② 市  場

o裁 1をの統一性

量目が統一される

o取 引のlrrrj易化

かご容器ごとのまとまった取引となり小オけする必要なし

廃栗物の減少、大理店′ヽ配送が容易

o売場の立体的活用

療み最ねができるので場所をとらないじ

③ 賞 受人          ヽ

o鮮 度保持

通気性に信むことと、入れ換えをする必要がないため辞度がよい。

o荷扱いが容易

うめかえる必要な L′、そのまよ店頭に出せる

o就傷みが少い

0 か よい容器柄用上の欠点

o転送がきかない

●メンポールれとit嘘して トラックに量的に付載できない。 1

(5)定 着、適用ク)条件

⑤ 転 えのないれウ流れ市場であること。                       |

筆器の形態からして手n送距寿とがたく、介在者が多くて容発i避11に長時間を享し、かつ

ば軒な共投市ザヘのれH」は不可能で、流通型態が単純、簡単な地場市現に眠定すべきで

あるぅ

rp 紳 存的たt ti独育f科体制を確立すること。                  .

こび)lil鳴シス十ムの成杏の理は停【独督押にある。紛失を防止 し、効率的に甘エドすみに

何、利川体1線を性!ti′、1やと当十十問 t)設定するあ受がある。

ヤナi、|‖|ギ,十li t放白`)ヽのをチ村ますれ'すより的果があ声ヽ み.

千" Iii,1モf■lt h声、キlt 11韓減 としてとらえ.みだけでなく、車場好草】こ忠の今後の予ナli力!',

一一す本としてtiとi■づ〔,十t対:|とに してとり組むこと。

it年、停1経,のうiか う地場野快の ,Pつこ&空性か認載され″はじめている。
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「かよい容器」はこのような地場野菜の供給安定をはかる‐手段と.して、すなわち

省力化と経費節減を通して経営を安定させて、生産拡大をはかり、またこれを手がか

りとして生産の組織化をすよめるなど、地場野菜振興の手段としての位置づけを明確

にしてとりくむィとヽ要がある。

このことは市場聞からみると生産農家との結びつけを強め、供給の安定化をはかる

ことができるといった効果も期待できるの

3.普 及上の留意点

(1)当 初は利用者、適用品目を隈定して、断進的に可能な範囲から進めてゆくことが大事で

ある。

(2)こ の流通シ不テムの中心となるべきところは市場であるが、単純試算では、市場側
にメ

リットが少なく、このシステムをとり入れるに当っては、地場野菜生産の維持拡大と
いう

地場野菜振興の大局的な観点からの掛!解を得ることが重要である。

13)適 用にあたっては、実施主体をどこにおくかが問題となる。現状では市場 (卸売人 )、

捜協、農協が所有 して市場に委託する、の三つの形がとられている。
一般的にいうと利用

者が少人数の場合は市場、利用者が多い場合は捜協が所有 して市場に委託す
る例が多いが、

実際の適用に際 しては、市場および生産、流通の諸条件を考慮 して十分
に検討を加える必

要がある。

4.調 査成績の概要

(1}調 査課題名

野菜の安定供給対策に関する調査 (厚生授護課委託 )

地場野菜の計画出荷に関する調査 (農業経済課委託 )

12)調 査年次    49年 、 50年

{3)調 査方法    開 取調査 附 表参照

t4)調 査結果報告書

50年 3月  岩 手提試資料 49-y拓 20 野 業の安定供給対策に関する調査
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附表 :か よい容器調査事例
一寛

皮
林
省
野
菜
包
装
含
理
化
業
験
事
業

一打町浅的

( 千 葉 )

兎点銘;

中央仰i

売市場

青山市逢協 1公設地

(岐  阜 )1方 卸売

プラスチック

8極 娘

8,0001踏

1

1生 産者の

要望

今力青舛:lJ

力む:口だ市,冴

( 蚊 ■ )

水戸市

公言夕地

方抑売

子島づ号

地  場

荘||'科

20「予′白

紛失子告岐

S'3円

利用料

Ⅲ6P'

日収協カ

て〉  50,こ

回収蓮貞

10件:

竹ナ'万郊売

市場協会

( 戎 | ☆)

一 18-



o出 荷労 カ

きゆうり、とま

と、ほうれんそ

う、 かぶ、 にん

じん、きゃべつ

など

言1 ‐2 6 品 日

をまうれんそう   1 5 日

おおむね

高い

おおむね

高い

き,う り、とま|

|

i,れうとシステム.
場 1 買安 人

8日
|が 多かっ

良ズが

受取に
,つくえ1。

滝おr Fね

高い

運
送
業
者

追
送
業
者

雛

帥

農家は午前中

に受取にゆく

o出 荷労力

の軽減

O雨 の日で

も収穫可

11を

o包 装定の

生lj辞成

o蓉 離確保

の心配が

な く出荷

が計雨的

o友 格の統

一キ|:

o計 由安定

取Oi可能

o美 編

o間 に対 し

て強い

o梓 度

o何扱いが

容tら

o鮮 度

o有級いの

容らさ

! よくさい、きや

べつ、 ,まうオ1″ん

そう、かぶ、 レ

タス、カリフラ
3 日

ナStち荘Fヤa

高い

一 湾ヽ 一



封
―
瑠

項
　
体溢か
甲

出荷対

象市場

容器の形態

および個数

開 始

1年 次
契 機

通
　
囲

流
　
範

矛‖ 用 料

生 産 者 買受人 そ の 他

木製半切ね

5,000-

10,6001日

3カ 年 習 1貫 地 場 25門

紛失締
減
80門

木製半切箱

0,001Jハ‐′

7,000イ調

3 4年 習 1盟 地  場 20 Fl 20円

注 (1)茨 城県の事例の実施ユトは実質的には、岡協会にカロ入 している水戸市場の二つの節売会

(2〕流通範榔において、高山の率例は供給髄鯛が相第
一門 (消求八日約 10万 人 )で柿完市

でいるため準広斌 を規定 して,ろ 。

(3)価 格の高い文いはダンボールものク)同一品日との比班である。

14)こ のうち千葉県の事'ちは規格の確橘 きを要求するきゅうりを対象としたため、かよい容

して、東京市場という集散市場出荷だったため、地場流速にふさわ しいかよい容器の く

が発博できなかったこともあげられよう。 しか し、先進的な農家は今後の野紫出荷合恥 |を

(5' このうち雀石、宮古の県内事例は以前か ら習順的な千1用の自由使用力I基調となるため、

である。事業、宮古ではプラスチック容格の適用を試みたが回lRができず失敗に終 った。
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1 適 用

とまと、きゅう

り、 |ゴオしやヽしょ

ながいも、な女

昇実など多数

回転

日教
流通システム

揮

ト
離料峠一　ば確

一　

　

　

出

受

一撥

　　仰
能

生 産  者 買 受  人

o横 め力Rえ.

力iなくて

楽

o農家び)引

き止め策

とま

り、

数

と、きtゅう

衆実などP//
”
　

日

社である。

場を二つかかえており、全農の事例に供給範囲は大和市周辺であ
るが、集荷範囲が栃木県まで及ん

推利用で規格があまくなり、幅格がふるわず事flとしては失敗例
に属する。また他に失敗の要因と

の方向としてこの試みを積極的に評価 L″ている。

離rA管理的な回収体制が確立 しておらず、地場貯葉振興対飛と
いう記点からの積極的な評価は困難

o包 装女の

節減

o包 装賀節

斌
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